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1 はじめに 

これまでに人間の読解過程を検定する手段とし

て単語処理レベルや文処理レベルでの心理実験

が行われてきた.これらのレベルにおける心理実

験ではオフライン法・オンライン法の両手法に

よる実験が可能であった.しかし,談話処理レベ

ルといった広域にわたる読解過程を実験する場

合,オフライン法による実験がほとんどである.
そこで筆者らはオンライン法による談話処理レ

ベルの検定ツールの開発に取り組んだ.本稿は,
談話処理レベルの読解過程ツールとして開発さ

れた OPERATIONII の紹介を通じて広域の読解

過程を調査する必要性を論じる. 
  次節において,広域な談話処理過程の検定を目

的として開発されたツール OPERATIONII の紹介を

行う.また,3 節において,OPERATIONII を用いて行

った第二言語学習者の外国語運用能力検定実験

を通じて得られたデータの紹介を行う. 

2 読解過程検定ツール OPERATIONII 

  本稿が提案するツールは,既存の読解過程検定

法が測定対象としてきた眼球運動や脳波などと異

なりPC上にツールをインストールするだけで実験が

可能となる.本ツールの対象とする読解過程データ

は読解過程における秒単位での過程遷移である.1

既存のシステムがミリ秒単位での過程遷移を対象と

するのと比較した場合,かなり広域な過程を範囲と

することが可能となる.たとえば,井佐原(1998)が示唆

する読解パターンの変化などが検査対象となる.ま
た,既存の手法において,被験者はデータ収集機器

等を取り付ける必要から特別な実験環境を強いら

れるのに対し,本ツールの場合,PC の操作自体に不

慣れな場合を除き,被験者に特に実験固有の環境

を課すものではない.これらのツールの特徴によりデ

                                                        
1 Carpenter & Just (1977), Singer (1990)などは談話処理における照

応表現の影響を眼球運動の変化に基づいて調査した.その他の

手法として事象関連電位(ERPs )に基づく実験などがある. 

ータ収集が簡便になり,かつ,大量のデータ収集を

行うことができると筆者らは考えている. 
  本ツールの基本的なシステム構成は,図１に示さ

れるとおりである.システムの基本構成は読解過程検

定モジュールと読解過程表示モジュールからなる.
検定モジュールにおいて読解過程を記録し,表示モ

ジュールにおいて読解過程をグラフ表示化する. 
  システムの使用者として想定されるのは,実験者と

被験者である.実験者は xml ファイル形式で実験対

象となるテキストを用意する.被験者はシステム上で

実験者の用意したテキストを選択する.選択したテキ

ストがシステムの読解過程検定モジュールによって

被験者に提示され,被験者は提示されたテキストを

読み進める.システムは被験者がテキストを読み進め

る過程を読解時間データとして生成する.実験者は

txt ファイル形式によって生成された読解過程データ

を収集する,あるいは読解時間データを基に読解過

程表示モジュールによって変換されたグラフデータ

を収集することによって読解過程データを解析する. 

 

 
(図１) 

  次に OPERATIONII の使用法を説明する.被験者が

画面上のGo!アイコンをクリックすることにより計測開始と

なる.カーソルをキャプションアイコン上に移動させる.カ

ーソルがアイコン上に停留している間,指定された読解

範囲が提示される.被験者は提示された読解範囲を読

み終えると次のキャプションアイコンへとカーソルを移

動させる.こうして最終行まで読み進める.そして,⊘Finish

アイコンをクリックすることにより計測終了となる.(図2) 



 
(図 2) 

  最後に,本ツールによって収集可能な読解過程

データについて紹介を行う.本ツールによって収集

できる読解データにおいて,対象となる読解範囲は

実験者が準備するテキストによって異なる.実験者

は実験対象によって xml ファイル上でタグセット

<PARAG></PARAG>によって読解範囲を自由に

決定することができる.2たとえば,一文毎にどのように

テキストの読解処理が行われているかを実験するの

であれば読解範囲と一文を指定する.(図 3-A)ある

いは,照応表現を含む箇所の読解過程の変化を調

査目的とした場合,複数文-一文をセットとして提示

することが可能である.(図 3-B) 

 
(図 3-A) 

                                                        
2 読解範囲の指定と同様に,画面上のキャプションもタグ

セット<CAPTION></CAPTION>の設定を変更することに

より自由に設定できる.例えば図 2-Aのキャプションは#(数
字)のみであり,図 2-B の場合 PARAGRAPH#である. 

 
(図 3-B) 

  本ツールは被験者が画面上のキャプションアイコン

上にカーソルを停留させている間,その読解範囲を提

示し,またその停留時間を基に読解時間データを生成

する.アイコン間の移動時間は空白時間として記録す

る.したがって,このシステムが収集する読解時間デー

タには(1)停留先のアイコン（POSITION）,(2)アイコン

上の計測経過時間(TIME),(3)アイコン上の停留時間

(読解時間)(DIFFERENCE),(4)カーソルの移動時間

(空白時間)（BLANK）の要素から構成される.次表に

おいて,これら 4 項目を含む実際に収集された読解過

程データを示す.次表の過程データが示すのは,被験

者が実験開始後,1 行目から 8 行目までの読解を 29
秒で行った.このことは計測時間(TIME)が 0：00：29 と

いうことから推定される.次に,個々の読解範囲が提示

されていた時間がそれぞれ DIFFERENCE として表示

される.この停留位置と停留時間を基にある特定の範

囲を読解するために必要な時間が推定できる.最後に,
空白時間(BLANK)が全て 0：00：00 ということから,この

被験者は読解過程計測中に辞書引き等の読解以外と

考えられるタスクは行っていないことが推定される.3 
POSITION TIME DIFFERENCE BLANK
START 0 0:00:00 0:00:00 
1 0:00:00 0:00:02 0:00:00 
2 0:00:02 0:00:03 0:00:00 
3 0:00:05 0:00:06 0:00:00 
4 0:00:11 0:00:04 0:00:00 
5 0:00:15 0:00:05 0:00:00 
6 0:00:20 0:00:04 0:00:00 
7 0:00:24 0:00:05 0:00:00 
8 0:00:29 0:00:02 0:00:00 

(表 1) 

                                                        
3 本実験において被験者には辞書引きや要約等のタスクは

与えられなかった.しかし,本ツールの空白時間計測機能に

よって,これらのタスクを被験者に課した場合,タスクに要

した時間を推定することが可能である. 



  本ツールは読解過程データをグラフ表示する

ことも可能である.表示可能なグラフは,読解過

程全体の遷移を示す折れ線グラフ(図 4-A)と個々

の読解範囲において要した読解時間を示す棒グ

ラフ(図 4-B)の二種類である. 

 
(図 4-A) 

 
(図 4-B) 

3 読解過程実験 

本ツールの開発目標である談話処理過程の表層レ

ベルにおける調査の取り組みの一つとして英語を

第二言語とする学習者(日本語母語話者大学生レ

ベル)の英文読解過程を調査した. 
  この調査の目的は,表層の談話処理過程から被

験者の英語読解能力を推定できることを確かめるこ

とであった.用意したテキストは TOEIC 等の検定教

科書準拠テキストから初級者向け(TOEIC~600)と上

級者向け(TOEIC700~)の二種類のテキストを抜粋

した.個々のテキストの難易度はテキスト中に用いら

れる語彙の特性によって決められたものであった.
個々の文長は 8 語から 10 語の幅があった. 
  被験者には OPERATIONII によって提示され

たテキスト 15 文を読み,提示された読解範囲が理

解でき次第,次の読解範囲に移動するよう指示さ

れた.それぞれの被験者に初級者向けと上級者向

けのテキスト二種類の読解を課した.実験に参加

した被験者は 17 名の無償参加の大学生であった. 
  実験により得られたデータを基にテキストの難

易度によって読解過程が変化するかを単文当たり

の読解平均時間とその偏差を次の表に示した. 
 初級者用 上級者用 
Ave. (秒) 4.03 11.34 
SD 0.87 6.20 

(表 2) 
  読解時間の平均値は初級者向けテキストの方

が上級者向けテキストより低い結果が得られた.
また,偏差は初級者向けテキストの方がより小さ

い値が得られた. 
  被験者が二種類のテキストを読解するのに要し

た時間をグラフ化(図 5)すると次のように表すこと

ができる.グラフの横軸が読解時間を示し,縦軸が

被験者を示す.被験者は 17 名を読解平均時間に応

じてランク付けしてある.このデータからテキスト

の難易度に応じて読解時間に差が生じることが伺

える.また被験者の英語運用能力に関係なく難易度

の差が読解時間に反映されていることも伺える.さ
らに初級者向けテキストにおける読解時間の変化

量は上級者向けテキストの変化量と比較して小さ

いことがこのグラフから読み取れる.つまりこのグ

ラフデータから全ての被験者にとって初級者向け

テキストは読解に困難がなかった.一方で,上級者

向けテキストの場合,被験者によっては読解が困難

であったことを推定できる.このデータに基づき,
筆者らは読解時間の計測によりテキストの難易度

が読解に与える影響が示唆されることを確認した. 

 
(図 5) 



  図 5 で提示された表データはシステムによっ

て収集された未加工のデータ,つまり読解時間デ

ータである.本来ならば,収集された生データを

基に読解速度への変換や文の言語情報に基づく

重み付けを施す必要があると思われる. 
  たとえば,図 6 は読解時間と文長(単語数)から

割り出された読解速度によるグラフである.読解

速度に基づく比較であれば,読解時間による比較

と異なり文長(単語数)による影響が差し引かれ

ると考えられる. 
  図 6 の読解速度データ(Word/Sec.)からわかるの

は,被験者番号13~17までの読解速度が難易度の低

いテキストの場合,難易度の高いテキストの場合

と比較して速い.一方,被験者番号１~12 の場合,そ
の速度の変化量が少ない.したがって,単純なテキ

スト難易度だけでは読解過程を推定できないこと

が伺える.また,1-12の被験者群の読解速度が 13-17
の被験者群の速度と比較して遅いことから,1-12
の被験者群の英語運用能力が低いと仮定すると,
運用能力が高い場合,文長による変化を読解速度

により大きく反映させるのに対し,運用能力が低

い場合文長以外の要因が大きく影響を及ぼす可能

性が示唆される.今後,OPERATIONIIを用いて様々

な被験者要因とテキスト要因を用いて実験を行い,
読解基準時間の割り出しを試みる. 

 

4 おわりに 

筆者らは読解過程をオンライン法によって検定

するツール OPERATIONII を開発した.このツー

ルの検定対象は談話処理における表層の処理過

程である.その処理過程を指定された範囲内にお

ける読解時間を基に推定する.また,ツールは読

解時間を計測するだけでなく,読解過程を処理過

程の変遷を時系列に配置したグラフや読解範囲

毎の読解時間をグラフ表示する機能も備える. 
  このツールを用いて行った実験として英語を第

二言語とする日本語母語話者による読解実験によ

りテキストの難易度や読解能力を推定できる可能

性が認められた.今回は英語教育への応用例を見

たが,日本語教育への応用ももちろん可能である. 
  既存のツールとは異なり,その利用の簡便性か

ら大量の読解データを収集できることが示唆され

る.また,この特徴により,このツールを CALL シス

テムとして援用するなど自律学習を支援するシス

テムとしての活用も考えられる.(Kotani 2003a/b/c) 
  また,教育系への援用だけでなく,このツールの

本来の目的である心理実験ツールとしての活用も

統制テキストを準備することによって行うことが

できる.その際には,xml ファイル形式のテキストが

読み込めるという特徴を用いて,テキストにアノテ

ーションを施すなど自由に加工することができる.
この特徴を生かしてテキスト表示方法の違いがど

のような影響を読解に与えるかなどの検証実験等

にも用いることができると筆者らは考える. 
  今後の課題として,秒単位の読解時間の遷移で

計測が可能な談話処理を系統立てて調査する必

要がある.また,リコールテストなどのオフライ

ン法によるテストとの相互利用によって読解過

程の推定をより確かなものにする必要がある. 
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